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主 な グ ラ ム 陰 性 桿 菌 群 の 薬 剤 感 受 性

1966年 分離株について

五島瑳智子 ・三宅 修 ・篠崎寛ニ・ 湯沢重夫

東邦大学医学部微生物学教室(主 任:桑 原章吾教授)

(昭和42年7月31日 受付)

近 年,多 種 類 の 化学 療 法 剤 の 普 及 に と もな つ て,感 染

症 の様 相 もか な り変 つ て き てい る。 す な わ ち,へこれ ま で

比 較 酌 菌 力 が よわ い と考 え られ て い た グ ラム陰 性 桿 菌

大 腸 菌 群,ク レブシェ ラ,プロ テ ウ ス,緑 膿 菌

に よ る疾 患 が,原 因 菌 の 薬 剤耐 性 化 に よつ て,し ば しば

治 療 に抵 抗 す る よ うに な つ た事 実 が 注 目 さ れ る。 しか

し,グ ラ ム陰 性桿 菌 群 は 相互 に 性 状 が 近 似 し,菌 種 別 の

耐性 パ タ ー ンの 分 布 は必 ず し も正 確 に 調 査 されて い る と

は い え ない。

私 たち は,当 大 学付属 病 院 中央 検 査 室 に お い て1966

年1月 か ら同 年5月 ま で に分 離 され た 主 要 グ ラム 陰 性 桿

菌,お よび 東 京 大学 医学 部附 属 病 院 中央 検 査 室 で1966

年1月 よ り同 年12月 まで に分 離 され た 緑 膿 菌 に つ い て,

各種 化 学 療 法 剤 に 対 す る感 受 性 分布 を調 査 した の で,以

下 に その あ らま しを 報告 す る。

実 験 方 法

1)使 用 した 菌 株;1966年1月 か ら同5月 まで の 間

に東邦 大 学 病 院 中 央 検 査 室 で病 原材 料 か ら分 離 した グ ラ

ム陰 性 桿 菌 の うち,E.celi115株Klebsiellasp.31株,

PPteteusmirabilis31株,PseudomOasaeruginesa24

株 と,東 大 病 院 中 央=検査 室 で1966'年 の1年 間 に 分 離 さ

れ たPs.aeruginosa239株 で あ る。

i2)検 査 した 薬 剤;Pseudemenasを 除 く3菌 群 に つ

い て は,ク ロ ラ ム フ ェニ コー ル(CM),塩 酸 テ トラサ イ

ク リ ン(TC),硫 酸 ジ ヒ ドロス トレプ トマ イ シ ソ(SM>,

硫 酸 カ ナ マイ シ ン(KM),フ ラ ジオ マ イ シ ン(NM),ゲ

・ソタ マ イ シ ン(GM),ア ミ ノサ イジ ン(AMD),ア ミ ノ

ベ ソジル ペ ニ シ リン(AB-PC),セ フ ァPtリ ジ ソ(CER),

セ フ ァロ シ ソ(CET),硫 酸 コ リス チ ン(CL),ポ リ ミキ

・SンB(PM-B),ノ ボ ピ オ シ γ(NB),ナ リデ ィキ シ ソ

酸(NA)お よび ジ ヒ ドロオ キ シ メチ ル フ ラ ト リジ ソ(PF-

S)の15種 の 薬 剤 に つ き,ま たPseudomonasに っ い

て は,上 記 薬 剤 の うちAB--PCとNBを 除 く13種 の 薬

痢 につ い て そ れ ぞ れ 感 受 性 値 を 求 め た。

3)感 受 性 測 定 の 方 法:カ ソテ ン培 地 を用 い る平 板 希

釈 法 に よつ て 行 な い,,結 果 は 最 小 発 育 阻止 濃 度(mcg/m1

壕 た はu/ml)を も つ て 表 示 した。 方 法 の詳 細 は 微 生 物

検 査 必 携 に よつ た ηガ

被 検 菌 の増 菌 培 地 に は トリプ ト ソイ ・ブ イ ヨ ソ(栄

研)を 用 い,菌 膜 を つ くる場 合 は これ を除 去 して使 用 し

た。 なお,Proteusmirabilisの 試 験 培 地 平 板 には,遊

走 を阻 止 す る 目的 で デ オ キ シ コ ール酸 ナ ト リウム(O・1

%)を 添 加 した 。

実 験 成 績

1)各 薬 剤 に 対 す る 各菌 群 の 感 受 性 分布

4菌 群 の感 受 性 分布 を薬 剤 ご とに ま とめ た の が 図1で

あ る。

CM,TC:EcoliとKgebsiellaは 両 薬 剤 に 対 して 明 り

よ うな2峰 性 の感 受 性 を示 し.と くにTCに 対す るKleb-・

siellaの そ れ は感 受 性 側 は ト6。25mcg/mlの 前 後,耐 性

側 は100mcg/ml以 上 に は つ き り分 れ て い る。

Pr.mirabilisはCMに 対 しな だ らか な2峰 性 分布 を

示 し,TCに は ほ とん ど耐 性 であ るが,Pseudomonase,X

逆 にCMに 高 度 耐性,TCに は わ ず かに 感 性 株 が認 め

られ た。

SM,KM,NM:SMに 対 して は 各菌 群 と も,い ちお う

2峰 性 の 分布 を示 して い るが,耐 性 側 の 山が 大 部 分 を 占

め て い るo

これ に 反 してKMとNMで は,E.coliとKlebsiella

は 感 受 性 側 に,PγeteUSとPseudomonasは 耐性 側 に,

そ れ ぞ れ1つ の ピ ー クを もつ て い る。

GM:Klebsiellaで ご く少数 の低 感 受 性 株が あ つ た ほ

か は す べ て 感受 性 で,と くにPseudomonasの 大部 分 の

菌 株 が3.12～12.5mcg/m1の 感 受 性 を 示 した 点 が 注 目

され た 。

AMD:各 菌 種 と も,だ い た い 単峰 性 の 感 受性 分布 を

示 す が,tKlebsieJlaの 一 部 を除 いて 大 部 分 は 比較 的 感 受

性 が 低 い 。

AB-・PC,CER,CET:AB-・PCつ い て はPseudomonas

の感 受 性 測 定 を 行 な わ なか つ た 。EcoliとPr.mirabilis

はAB・-PCに 対 し少 数 の高 度 耐 性 株 を除 き感 受 性 側に1

つ の 山 を 示 し,逆 にKlebsiellaは す べ て100mcg/ml

以 上 の高 度 耐 性 株 で あ つた 。CERで はE.coliは 大 部分

感 受 性,Kgebsiellae:k-一 一・・部 感 受 性 を示 し,Proteusと

Pseudomenasは す べ て 耐 性 で あ り,CETは 大 体CER

と洞 様 で あ るが,E.cotiは やや 耐性 側 に,Proteusは や
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や 感 受 性 側 に 分 布 の 山 を つ く つ て い る 。
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PM--B,CL:両 者 と もPseudemonas,E.coliお よ び

Klebsiellaに 強 い抗 菌 力 を示 す が,KlebsieUaに つ い て

はPM-Bに 対 してCLよ りも感 受 性 分 布 の幅 が 広 い 。

ProteUSは 両 者 に 対 しほ とん ど 耐 性 側 に分 布 して い る。

NA,PF--S;NAに 対 して,E.coliは 感 性 側 に,Pro-

teusとPseudomonasは 耐 性 側 に1つ の 山 を つ くるが,

Klebsiellaは きわ め て 広 い幅 の分 布 を示 す 。 ま たPF-・S

に 対 して も,E,coliとKlebsiellaは 大 部 分 高 い 感 受 性

を示 し,Proteusは 大 部 分,Pseudemonasは ほ とん どす

べ て耐 性 で あ つた 。

なお,NBに 対 して は全 菌 株 がMIC12・5mcg/mlよ

り も耐 性側 に あ り,大 部 分 が 高 度 耐 性 で あ つ た。

2)Pεeudomonasの 薬 剤 感 受 性 分 布

こ の 実 験 で はPseudomenasaeγuginosa263株 の 感

受 性 を 測定 して い るの で,、と くに こ の菌 種 に つ い て,感 受

性 分 布 を累 積 度 数 分 布 の形 で 図示 した のが 図2で あ る。

前 項 で 説 明 した よ う、にKM,NM・CERCET,NA,PF-

S,お よ びAMDの7薬 剤 に 対 して は 緑 膿 菌は まつ た く
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感受性を示さず臨床効果も期待できない。これに反 し,

SM,CM,TCの 中で,TCに 対する感性株があるていど

認められた点は注目に値する。

試験した菌株の約50%はCL125ulml,80%はPM-

B125u/ml,60%はGM6.25mcglml以 上の高感受性

で,緑 膿菌はこの3老 にもつとも強い感受性を示 した。

考 察

これまでグラム陰性粁菌の薬剤感受性分布をとりあつ

かつた報告の一部にみ られる難点は菌種同定の問題であ

る。すなわち,κ 鋤鋭 〃σ という属名にいわゆる肺炎桿

菌 とアエロゲネス菌を包括 していた古い分類形式による

と,こ の属の感受性分布はなだらかな曲線を示すことが

多い。これはアSPゲ ネス菌Entevebacteraero.genes
さ

に耐 性 株 が比 較 的 多 い た め と み られ る。 しか し,EnterO-

bacterを 除 い たKlebsiellaは,CM,TCに 明 り よ う な

2峰 性 の 分布 を,ま たKMそ の 他 の グ ル コシ レド抗 生 物

質 に感 性 側 の 単 峰 性 の 分 布 を 示 し,A轟PC{に 強 慶 融 牲

で あ るな ど,明 らか な 特 懲 を 示 した。 同 じ こtttlまPPtetevs

に つ い て も考 え られ,Pr・vuigarisを 除 い たtr.痂 繍 卜
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図2・Plseudomenasの 薬 剤 戚 受牲介 お

(泉 積皮 敷 分 布 による)
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thilisは 各 薬 剤 に 対 し,か な りは つ き りした 分 布 の 山 を

示 した 。 緑 膿 菌 はPM・-B,CL,GMの3者 に のみ 強 い 感

受 性 を示 し,と くにPM-Bに 対 して はCLよ りも高 い

感 受 性 分 布 の 峰 を 示 した。

こ の実 験 成 績 は,グ ラ ム陰 性 桿 菌 研 究会 で 全 国的 な 規

模 で集 計 した 成 績 と よ く一 致 して い る2)。 こ の こ とは,

グ ラ ム陰 性 桿 菌 に お け る耐 性 菌 分 布 が 少 な くと も大 都市

で は安 定 した 状 態 で あ る こ とを示 す もの と思 われ る。

結 論

1966年 前 半 に 東 邦 大学 付属 病 院 中 検 で分 離 さ れ たグ

ラム陰 性 桿 菌 の うちE.coli115株Klebsiella31株,

Pr.mirabilis31株,Ps.aeruginosa24株,お よび 洞年

東 大 中検 で分 離 され たPs、aeruginosa239株 に つ い て,

15種 の薬 剤 に対 す る感 受 性分 布 を調 査 した。

E.celi,Klebsiella,Pr.mirabilisは 古 典 的 抗 生物 質

(SM,CM,TC)に 対 し2峰 性 の 感 受 性 分布 を 示 す 点,

AB-PCはKlebsiellaに ほ とん ど抗 菌 力 を 示 さず,Pr.

mirabilisに 比 較 的 高 い抗 菌 力 を 示 し,CERとCETは

これ と逆 の傾 向 を示 した。

Ps.aeruginosaに 対 し て はPM-B,CL,GMの3薬 剤

が 有 効 と考 え られ た 。

終 りに 菌株 を分 与 下 さつ た 東大 中検 清 水喜 八 郎博 士,

東邦 大 中 検 渡部 紀 美 子,向 井 百 合子 両 氏 に厚 くお 礼 申

上 げ ます。
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DRUG-SENSITIVITY PATTERNS OF FRESH ISOLATES 

       OF GRAM-NEGATIVE BACTERIA

Investigations on the Clinical Isolates in 1966

SACHIKO  GOTO, OSAMU MIYAKE,  KANJI SHINOZAKI and SHIGEO YUZAWA 

Department of Microbiology, Toho University School of Medicine,  Tokyo, Japan.

  One hundred and fifteen strains of E. coli, 31 strains of  Klebsiella, 31 strains of Proteus  mirabilis 
 and 24 strains of Pseudomonas aeruginosa, isolated from clinical specimens in Toho University Hospital 
 'during the former half of 1966, and 239 strains of Ps. aeruginosa collected in Tokyo University Hos-

pital in 1966, were investigated for their sensitivity-patterns against 15 sorts of chemotherapeutics, 
using agar-plate dilution method. 

  Strains of E. coli,  Klebsiella, and Proteus mirabilis showed a distribution curve of sensitivity bearing 
two peaks both in the sensitive and high-resistant side against classical broad-spectrum antibiotics 

such as streptomycin.  chloramphenicol and tetracycline, whereas, against other antibiotics they  show-
ed generally one peak. As for the strains of  Klebsiella,  it was noted that they were generally highly 
resistant to  aminobenzylpenicillin, and moderately sensitive to cephalosporine analogues. Strains of 
Proteus  mirabilis, on the other hand, were comparatively sensitive to  aminobeneyl-penicillin, and 

 highly resistant to cephalosporine analogues. 

  Strains  of Ps. aeruginosa were generally sensitive against  polymyxin-B, colistin  sulfate and  genta-
Tnicin. Other  drugs were all inactive against this species except that some strains were found sensitive 
to tetracycline.




